
い
対
応
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

A
　
基
幹
産
業
で
あ
る
文
旦
農
家

は
畑
の
土
砂
は
当
時
の
ま
ま
の
状

態
で
、
先
の
見
え
な
い
不
安
と
精

神
的
に
も
疲
労
し
て
い
る
。
今
後

の
復
旧
計
画
を
問
う
。

B
　
小
規
模
な
被
災
に
つ
い
て
は

市
の
単
独
事
業
と
し
て
農
地
農
道
、

用
排
水
路
の
土
砂
取
り
な
ど
行
っ

て
い
る
。
現
在
、
国
へ
の
災
害
補

助
申
請
の
作
業
を
進
め
て
い
る
。
補

助
金
の
決
定
を
受
け
た
箇
所
か
ら

復
旧
工
事
等
に
着
手
す
る
予
定
で

あ
る
。

A
　
平
成
十
三
年
に
も
福
良
川
と

弘
見
川
が
氾
濫
し
た
が
今
回
も
床

上
浸
水
、
護
岸
の
決
壊
な
ど
同
様

の
被
害
を
う
け
た
。
大
月
町
は
改

修
工
事
を
県
へ
要
請
し
て
き
た
。
宿

毛
市
も
要
望
を
続
け
る
こ
と
が
重

要
で
は
な
い
か
。

B
　
県
に
よ
る
と
、
福
良
川
及
び

弘
見
川
の
河
川
改
修
に
つ
い
て
は
、

一
定
区
間
の
改
良
は
完
了
し
て
お

り
、
現
在
、
弘
見
川
上
流
部
で
改

良
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
流

下
能
力
調
査
を
行
い
計
画
を
立
て

て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。
市
と

し
て
も
地
元
か
ら
の
要
請
を
受
け

今
後
も
要
望
を
続
け
て
い
く
。

A
　
住
居
内
の
個
別
受
信
機
は
大

雨
な
ど
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

の
音
声
が
聞
き
づ
ら
い
場
合
に
、
高

齢
者
な
ど
災
害
弱
者
の
方
々
に
有

効
な
手
段
と
な
る
。
総
務
省
も
推

進
し
て
い
る
、
検
討
が
必
要
で
は

な
い
か
。

B
　
個
別
受
信
機
は
有
効
な
手
段

と
考
え
る
が
多
大
な
費
用
が
必
要

と
な
り
検
討
が
で
き
て
な
い
。
市

と
し
て
は
宿
毛
市
防
災
ア
プ
リ
の

登
録
を
お
願
い
し
て
い
る
。
伝
達

す
る
手
段
が
な
い
方
々
を
ど
う
救

い
上
げ
て
い
く
の
か
、
し
っ
か
り

と
検
証
を
す
る
。

A
　
住
民
を
助
け
る
側
の
消
防
署

が
河
口
か
ら
一
キ
ロ
も
離
れ
て
な

い
浸
水
地
域
に
あ
る
。
通
勤
車
、
公

用
車
の
避
難
の
場
所
の
確
保
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

B
　
災
害
時
の
消
防
車
の
公
用
車

等
の
移
動
に
つ
い
て
地
震
が
起
こ

っ
た
と
き
は
津
波
浸
水
が
予
想
さ

れ
る
た
め
総
合
運
動
公
園
に
移
動

す
る
と
定
め
て
い
る
。
そ
れ
以
外

の
災
害
に
つ
い
て
は
特
段
の
定
め

は
な
い
。
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
。

A
　
現
在
地
で
の
建
て
替
え
の
場

合
で
も
二
十
億
円
の
補
助
が
出
る

事
を
聞
い
た
が
正
し
い
か
。

B
　
現
在
地
・
旧
県
立
病
院
跡
地

の
ど
ち
ら
に
建
設
し
た
場
合
で
も

国
の
補
助
は
出
な
い
。

A
　
確
認
だ
が
旧
県
立
病
院
跡
地

は
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
が
出

る
と
い
う
事
も
仄
聞
す
る
が
出
る

の
か
。

B
　
緊
防
債
も
市
町
村
役
場
機
能

緊
急
保
全
事
業
も
適
用
の
対
象
外

で
あ
る
。

A
　
小
深
浦
高
台
へ
の
建
設
以
外

で
は
緊
防
債
そ
の
他
有
利
な
起
債

は
使
え
な
い
が
緊
防
債
に
は
適
用

す
る
資
金
の
決
め
ら
れ
た
範
囲
が

あ
る
。
説
明
を
求
め
る
。

B
　
借
入
額
の
算
出
に
は
入
居
職

員
数
を
百
九
十
名
で
試
算
。
内
、
水

道
課
職
員
は
公
営
企
業
会
計
に
な

り
除
き
、
残
り
百
七
十
九
名
を
起

債
対
象
人
数
と
し
て
想
定
し
て
い
る
。

　
職
員
一
人
当
た
り
の
起
債
対
象

面
積
は
三
十
五
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
、

起
債
対
象
単
価
は
三
十
六
万
一
千

円
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
。
従
っ

て
約
二
十
二
億
八
千
万
円
。
こ
の

額
が
借
り
入
れ
の
上
限
額
と
な
り

こ
の
う
ち
の
七
十
％
が
後
年
度
交

付
で
補
填
さ
れ
る
。

A
　
現
在
、
補
正
予
算
を
含
む
約

百
二
十
億
円
の
当
市
の
予
算
中
、

義
務
的
経
費
を
除
き
年
間
に
使
え

る
投
資
的
経
費
は
い
く
ら
か
。

B
　
人
件
費
・
社
会
保
障
費
等
義

務
的
経
費
は
全
体
の
八
十
七
・
八

％
を
占
め
普
通
建
設
事
業
債
・
災

害
復
旧
事
業
費
等
の
投
資
的
経
費

は
十
四
億
三
千
万
円
で
全
体
の
十
二
・

二
％
で
あ
る
。

A
　
小
深
浦
高
台
建
設
費
は
約
三

十
五
億
円
、
一
般
財
源
か
ら
の
繰

出
額
は
約
十
四
か
十
五
億
円
の
計

算
に
な
る
。
国
の
支
援
の
な
い
候

補
地
へ
の
建
設
と
な
る
と
高
台
移

転
に
も
増
し
て
事
業
費
が
嵩
む
。
人

口
減
・
税
収
の
縮
小
等
将
来
不
安

が
あ
る
中
、
市
の
財
政
運
営
に
ど

ん
な
影
響
が
想
定
さ
れ
る
か
。

B
　
当
市
の
財
政
は
厳
し
い
。
起

債
の
積
み
上
げ
も
あ
る
が
大
き
な

ハ
ー
ド
事
業
一
つ
や
れ
ば
吹
き
飛

ぶ
額
で
あ
る
。
国
の
交
付
が
適
用

に
な
ら
な
い
場
所
へ
の
庁
舎
建
設

の
費
用
は
全
額
市
費
の
持
ち
出
し

と
な
り
一
般
財
源
必
要
額
は
三
十

億
円
と
な
り
他
の
事
業
の
縮
小
や

事
業
規
模
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
見

直
す
こ
と
に
な
る
。
庁
舎
建
設
と

並
行
し
て
の
大
型
事
業
の
実
施
は

困
難
と
な
る
。

A
　
当
地
選
出
の
県
議
の
質
問
で

も
警
察
署
・
海
上
保
安
庁
等
も
高

台
へ
の
移
転
の
意
向
が
あ
る
。
街

の
発
展
を
ど
う
考
え
る
か
。

B
　
歴
史
と
文
教
の
旧
市
街
地
の

活
性
化
と
駅
周
辺
の
都
市
機
能
の

好
循
環
を
造
り
た
い
。
旧
市
街
地

に
つ
い
て
は
、
現
庁
舎
跡
地
の
利

活
用
で
あ
っ
た
り
、
現
在
進
め
て

い
る
林
邸
を
核
と
し
た
文
化
・
歴

史
に
ふ
れ
て
い
た
だ
く
街
に
し
た
い
。

山岡 　力 議員

西
日
本
豪
雨
災
害
の
検

証
と
対
策

庁
舎
移
転
に
つ
い
て


